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与する因子は、一般的に input factor（救急外来の流入に関与する因子）, thorough 







数として救急外来における検査と他の因子（input factors, throughput factors, output 








Patient flow diagram 
全体で 55285 人の患者が研究対象になり、そのうち 7883人（14.3%）が入院し、
47402人が救急外来から帰宅した。 






た。その他の検査は、レントゲン検査（16820 人 30.4%）、CT（11696人 21.2%）、





高く 0.17であり、32.7 分救急外来滞在時間を延長させた。 
入院した患者群 
入院した患者群では CTが最も標準化偏回帰係数が高く（0.17）、救急外来滞在時間
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